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海外パビリオンの状況について
 ２０２４年５⽉２３⽇時点で５３か国がタイプAパビリオンの建設を進めており、う

ち、３９か国で施⼯業者が決定、２９か国で着⼯済み

５３カ国タイプA
３９か国うち、施⼯業者が決まった国
４８か国（うち、４３か国が承認）うち、協会に第⼀回提出書類（基本設計書）

を提出した国
４６か国（うち、４３か国が申請し４１か国が許可
通知書交付、３２か国が確認済証交付）

うち、⼤阪市に仮設許可申請⼿続で基本計画を
提出した国

２９か国（※１）うち、着⼯済みの国
３か国タイプＸ建設を表明した国
「B＋Cで１００か国以上」タイプB、Cの区画数
４１か国（※２）敷地を引き渡した国

※１︓公表可能な国
1/10シンガポール、1/22中国、1/29ルクセンブルク、2/1サウジアラビア、2/5アイルランド、2/28トルクメニスタン、3/1韓国、3/1マレーシア、3/13ハンガリー、3/18オランダ、
3/19クウェート、3/21オマーン、4/9オーストリア、4/5ベルギー、4/18スイス、4/23カタール、5/7オーストラリア、5/15イタリア、5/15⽶国、5/20ノルウェー、5/20スウェーデン、
5/20デンマーク、5/20フィンランド、5/20アイスランド

※２︓公表可能な国
11/16トルクメニスタン、11/27中国、12/11イタリア・バチカン、12/18シンガポール、1/8ベルギー、1/9サウジアラビア、1/9バーレーン、1/9オマーン、1/12オランダ、1/15ルクセンブルク、
1/17アイルランド、1/22フランス、1/26クウェート、1/31マレーシア、2/1韓国、2/5スイス、2/5オーストリア、2/14ハンガリー、2/15オーストラリア、2/26インドネシア、3/1ドイツ、
3/15カナダ、3/18⽶国、3/25アイスランド、3/25ノルウェー、3/25デンマーク、3/25スウェーデン、3/25フィンランド、３/１ウズベキスタン、4/12タイ、4/24モナコ、5/9アゼルバイジャン、
5/9チェコ、5/14英国
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各国パビリオンの起⼯式について
 年明け以降、⽶国や中国をはじめ多くの国で起⼯式やパビリオン発表会を実施。

12/19イタリアパビリオン起⼯式
（博覧会協会HPより）

2/2中国パビリオン起⼯式
（在京中国⼤使館HPより）

3/19スイスパビリオン起⼯式
（スイス政府HPより）

起⼯式の様⼦

4/17⽶国パビリオン起⼯式
（在京⽶国⼤使館HPより）

4/23フランスパビリオン起⼯式
（在京フランス⼤使館Xより）

4/23カタールパビリオン起⼯式
（在京カタール⼤使館Xより）
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各国パビリオンの展⽰内容について
 タイプAを選択する各国は、独⾃のデザインを懲らした特徴的なパビリオンを建設。

「伝統⽂化と最新技術の融合」を体験できるパビリオンの例
イタリア・バチカン館
 テーマは「アートはいのちを再⽣する」
 最新技術と伝統が融合した”Made in Italy”。カラ
バッジョの「キリストの埋葬」を展⽰。

オーストリア館
 テーマは「未来を作曲」
 AIによる作曲活動の体験や、ナショナルデーでは

ウィーン少年合唱団がコンサートを予定

サウジアラビア館
 テーマは「より良い未来のために⼀緒に」
 サウジアラビアの町や都市を探索するような空間体

験を作り出し、没⼊型の⾳響映像の舞台を提供

画像出典︓在京サウジ⼤画像出典︓BWM Architects画像出典︓在京伊⼤

「未来社会」や「循環経済」を体験できるようなパビリオンの例
⽶国館
 テーマは「共に創出できることを想像しよう」
 NASAと連携した宇宙関連の展⽰やハリウッドの

特殊効果を使った没⼊感のある展⽰を⾏う予定。

中国館
 テーマは「⾃然と共に⽣きるコミュニティの構築」
 ⾃然に由来し、⾃然に順応し、⾃然と調和して

⽣きる中国⽂化を展⽰。

インド館
 テーマは「命を救う」
 2023年に成功した無⼈探査機の⽉⾯着陸に
関する技術を展⽰予定。

画像出典︓在京⽶⼤ 画像出典︓中国国際貿易促進委員会（CCPIT） 画像出典︓インド貿易促進機構（ITPO）、インド宇宙研究機関（ISRO）






